
実
ぽ
伺
辱
六
日
二
+
ゴ
円
路
三
種
郵
偏
物
錫
可
《
億
四
一
回
一
周
理
勾
W
V
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鵠

取

伊

太

利

広

農

業

一

川

合

化

運

動

一

地
方
家
屋
税
の
世
田
否

生
産
の
概
念

2

一一

動

物

界

の

闘

牙

一

時

論

一

軍
備
縮
小
合
議
に
就
い
て

読

売

一

一

羽
州
庄
内
農
民
愁
訴
騎
動
・
・
・

足

袋

の

製

造

工

程

一

琉

球

の

史

的

回

顧

・

一

緋

惜

錦

疎

二

我

国

古

代

の

財

政

ご

仰

敬

一

間
後
消
費
税
の
累
迩
枕
卒

ク
ナ
ァ
ブ
教
授
逝
く

ば

仙

ふ

下

捗
働
宇
説
副
作
拙
一
必
刷
~VL叫
川
山
町
山
地
白
人
い
ド
ム
砧
叫
抽
打
命
中
改
正
・
工
場
叫
施
行
規
則
中
位
正
・
商
事
制
停

訟

・

土

昔

話

桁

副

主

一

~k 

合l1:

山
間
中
博
ir

政
投
法
弔
問
'
い
し

九
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市
市
団
大
事

教

授

文

串

博

士

訣

佼

四

m
t

tX 
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間
接
消
費
税
の
累
進
税
率

汐

見

郎

澗
逸
帝
国
的
所
得
税
法
(
一
九
斗

O
年
三
月
二
十
九

日
)
は
、
最
低
↑

O
M刊
よ
h
始
ま
り
最
鳴
六

O
d刊
に
修

る
超
過
額
累
進
税
率
を
規
定
し
て
ぬ
る
叫
同
様
に
我
凶

の
所
得
税
法
も
累
進
税
率
を
採
用
し
て
ゐ
る
、
般
に
第

三
純
所
得
に
就
い
て
一
五
へ
ば
、
最
低

0
・五

μ最
高
三
六

μω
超
過
相
累
進
税
率
が
行
は
れ

τゐ
る
の
で
ゐ
る
。

次
に
間
接
消
費
税

ω方
面
を
見
品
。
胴
御
咽
砲
の
安
酒
税

法
ご
九
一
入
年
七
月
二
十
六
日
〉
は
、
再
三

ω修
正
の

品
明
、
各
醸
匙
所

ω
一
年
度
の
詑
石
高
に
劉
し
|
|
一
へ

ク
ト
リ
ッ
タ
ー
世
田
l

り

1

1
次
の
如
き
累
進
税
率
を
謀

L

て
ゐ
る
c

相
り
仙
台
一
、
富
M
に到

L
h
u
一
哉
の
言
、
D
B
M
に
却
し

吹

山

々

口
D
E
n
q

五
ニ
口
一
夜
白
山
由
、
口
口
ロ
ゲ

女
白
一
口
、
g
D
H
q

苧
一
一
孟
一
そ
れ
以
上

主
の
ユ
口
、
口
口
口
。
干
巴

之
に
反
L
・
我
閣
の
官
官
酒
税
法
は
市
営
酒
製
造
石
欽
一
石

間
接
消
費
枕
の
黒
色
租
卒

雑

鍛

じ
っ
き
武
拾
五
園
、
酒
造
税
法
は
清
酒
造
石
敷
一
石
に

つ
き
四
拾
岡
正
、
い
づ
れ
も
比
例
税
率
を
規
定
し
て
ゐ

る。

踊子一一口
干
山
口

山・一口

携
税
者
ピ
納
税
者
正
が
原
則
ご
し
て
一
致
す
る
所
得

税
に
於
ー
は
、
我
闘
に
も
濁
逸
に
も
採
進
税
率
が
行
は

れ
て
ゐ
る
か
ら
問
題
が
無
い
、
然
る
に
、
間
接
消
費
税

の
或
者
に
於
て
、
凋
逸
に
累
進
税
率
が
行
は
れ
我
固
に

比
例
枕
卒
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
旧
事
し

τ何
に
基

因
し
て
ゐ
る
の
に
ら
う
か
。
大
企
業
家

ω
酸
悲
し
た
る

治
摘
は
大
所
得
者
必
中
之
を
消
捜
し
、
小
醸
造
家
の
清

酒
を
飲
加
す
る
人
が
必
中
小
所
得
者
な
り
正
せ
ば
、
而

L
て
間
接
消
費
税
が
耐
者
に
同
じ
伐
仁
川
町
嫁
す
る
も
の

ご
せ
ば
‘
大
企
業
家
に
高
率
を
諌
し
小
企
業
一
一
気
に
低
率

を
課
す
る
事
も
了
解
[
得
る
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
仮

定
は
我
等
山
常
識
正
は
可
な
わ
隔
っ
て
ゐ
る
様
で
め

る
o
』

C
自
問
】
)
日

O
H
u
n
E
r
o

は
、
間
接
消
投
枚
仁
も
累
準
税

率
を
採
用
す
る
必
要
あ
る
事
を
設
、
3
、
其
級
協
を
中
産

階
級
保
護
政
策
に
求
め
て
ゐ
る
。
日
〈
「
大
企
業
が
栄

え
小
企
業
が
衰
え
る
の
は
、
生
産
品
質
の
附
係
よ

h'Lτ

防
ぎ
雛
き
自
然
の
大
勢
で
ゐ
る
o

民
此
趨
勢
を
緩
和
す

第
二
十
三
巻

(
第
二
都
コ
ー
=
一
)

七
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雑

間
接
消
費
時

ω
黒
通
枕
半

る
↑
方
策
正
し
て
、
或
極

ω間
後
消
投
枕
に
印
前
進
枕
市
半

島
ら
採
用
す
る
事
が
最
も
機
宜
に
迎

L
て
ゐ

U
」

芭

O

加
御

逸
の
間
接
消
投
枕
に
し
て
持
て
則
前
進
税
卒
を
採
用
し
又

現
に
採
用
し
て
ゐ
る
も
の
、
あ
る
の
は
、
一
は
此
川
崎
旨

に
山
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

錐

間
接
消
費
税
に
探
進
税
率
を
採
却
す
る
事
の
是
非
は

仰
〈
拍
き
、
己
目
。
E
n
r
r
o
の
主
町
恨
の
前
提
た
る
大
企
業

集
中

ω趨
勢
な
る
も
り
は
、
泊
代
闘
に
も
存
在
し
て
ゐ
る
一

ω
rら
う
か
。
彼
は
獅
泡
川
り
製
粉
菜
、
火
酒
陵
地
菜
、
袋
↑

酒
醐
臨
池
業
り
三
者
に
つ
き
渦
貸
し
た
の
で
あ
る
が
、
花
一

は
専
ら
我
凶

ω清
酒
醸
治
業
に
つ

L3
研
究
を
進
め
る
Q

一

主
税
局
統
計
年
報
番
の
数
字
を
慕
刑
判
己

L
τ
.
次

ω

結
果
を
却
材
る
胡
が
出
来
る
。

第
一
表

清会
7商圏
査に

三~ '，r:- 定 於
つe31- 高け
J221品表る

一三 ."GI!L.i2 免
許
人
員

人
首
リ

し

明
抽
-
一
十
五
年
一

明
泊
三
十
宍
年
一

千う F 

.人

旦 ニ 1/.t.常
d ιl高り
ょ ー l

;11:; 0 有l

沼

地

年

皮

干y

51 

過
去
二
十
二
年
の
趨
勢
a

ぜ
見
る
に
，
一
方
会
同
情
酒

査
定
高
が
三
百
高
石
よ
b
五
百
高
石
迄
約
一
倍
宇
に
増

第
二
十
三
省

明
拍
二
十
七
年

明
治
一
一
一
十
八
年

明
治
三
十
九
年

明
仙
川
サ
年

明
泊
四
!
一
年

明
泊
四
十
三
年

明
泊
凹
十
川
午

大
正
一
年

十
へ
正
二
年

大
正
一
ニ
年

大
正
四
年

大
正

r
H

年

大
正
六
年

大
正
七
年

大正

λ

年

大
正
九
年

大
正
十
年

大
正
十
『
年

大
H
十
一
一
年

ι 
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A
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1
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A
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加

L
て
ゐ
る
に
封

L
、
他
方
免
許
人
口
員
は
遂
に
千
百
人

去
よ
り
九
百
人
去
に
約
二
削
減
少
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
酬
明
造
業
者
一
入
賞
り
の
石
敷
が
一
仰
字
以

上
に
精
し

τゐ
る
の
伝
見
る
鼎
が
出
来
る
。
我
岡
沼
抱
一

業
が
漸
次
大
企
業
に
集
中
ゼ
ら
れ

τ行
〈
事
は
、
守
】
れ

で
大
純
明
か
己
な
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
我
川
崎
酒
治
業
が
大
企
業
に
集
中
せ
ら
れ
る

原
凶
は
那
溢
に
存

L
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
か
。
口
町
内
2
0『
ro

が
湖
逸
に
俊
見
し
た
如
〈
‘
大
企
業
に
於
け
る
生
法
典

辺
誠
に
北
原
闘
を
蹄
す
ぺ
き
か
、
叉
は
共
他

ω事
情
に

基
(
の
で
ゐ
ら
，
フ
h
r
o

材
料

ω部
合
土
地
域
を
灘
五
郷

に

限

り

、

研

究

を

進

め

た

の

で

ゐ

る

。

一

一

一

一

一

灘
五
郷
は
、
そ
の
清
酒
醸
造
高
が
全
閣
の
一
割
内
外
一

を
市
め
凡
し
の
貼
に
於
て
全
園
清
酒
醸
造
の
代
表
的
の

も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
桜
本
調
査
は
相
静
岡
霊
山
な

結
果
を
戒
す
の
で
あ
る
。

第
一
求
に
現
は
れ
た
る
大
企
業
集
中
山
り
傾
向
は
.
灘

五
郷
の
酒
芯
家
山
一
間
に
・
之
を
見
る
事
が
出
来
る
。
第

ニ
表
は
北
(
目
的

ω縛
め
に
作
製
せ
ら
れ
忙
の
で
あ
る
。

雑

錨

mt抑
制
引
税

ω
累
品
枇
中
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免
自午
人
員

入
賞

第
=
表九八

第
二

1
一ニ谷

(
第
二
班
一
五
五

U

」
人
叩
阿
り

兎
山
町
人
民

J

川
町
此

-
A

人

一

石

一
同
一
ニ
、
内
金

一N
i

-

-

望也

一
一
五
一
一
、
九
六
七

一
時
三
一
一
、
九
回
玩

一
回
一
一
司
、
口
一
正

一
一
一
丸
一
ゴ
、
ュ
一
品

一
死
一
三
口
口

一川一一づ、(〕一一九九

一

一

卓

三

五

畳

一
一
五
三
、
“
九
一

二
一
八
一
立
、
山
一
ぃ

一一門一一一ニ、古川ゴ一

一
一
同
一
一
三
一
u

一ヰ

二
」

1
八
戸
A

二
且
回
、
一
今
、
昌

二
、
一
回
、
円
一
五

一
一
車
問
J

一九三

一
八
一
辺
、
{
〕
口
単

一
一
一
丘
四
、
口
奈

二1，
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奇骨

総

間
接
消
拘
枕
的
思
叫
枕
山
中

。

大大大大大
正正正正正
十十十 1-

凹三ニー I

1f.均三五fミ 1p.年

r
包

玉川丸、一言
q

h
z
且七、
h
吉
岡
一

五主一、一両
A
2

五J
A
h

』、也九回

零
一
、
一
読
一

一 一 一 一 -
J三~-~三五己A

石

田
、
若
八

回、比八且

回
、
主
お
一

四
、
八
九
同
一

回
、
室
一

二
十
四
年
的
問
仁
、
灘
五
郷
に
於
り
る
清
酒
り
製
成
一

高
が
約
五
山
削
増
加
し
て
ゐ
る
の
に
免
許
人
員
は
約
二
制
一

減
少
し
て
ゐ
る
か
ら
、
結
局
各
酒
造
中
氷
山
腹
超
高
は
平
一

均
約
九
割
方
を
増
加
し
て
ゐ
る
事
芭
な
る
。
而
し
一
1
此
一

趨
勢
は
、
明
拍
三
十
七
酒
造
年
度
、
大
正
三
酒
造
年
度
、
一

大
正
十
三
沼
港
年
度

ω清
酒
製
品
告
の
分
布
表
を
見
る
一

事
に
よ
h
て
一
府
明
瞭
に
知
る
市
中
が
出
来
る
。
第
三
主

が
こ
れ
で
あ
る
。灘

五
郷
に
於
M
U
る
清
酒
耐
震
高
別
免
一

許

人

員

義

一

大
正
三
酒
大
正
ト
一
↑
一

匙

年

度

出

港

年

山

一

(
凹
ニ
一
ニ
石
)
一
(
一
ニ
ハ
-
一
石
)

第
三
義

IE| 
雪 ~i
z l 
下 1

-1栖l円
一|世泊

型1'1'111
ー| 旺 t.， ， 

三三人、一

部
二
十
一
一
一
巻

お
用
ニ
統
一
玉
大

=三?主里呈元三天主己五九一ろ

き
ア
晶
一

向口口ー
l

七

g

一

旬口口

A
D
D
-

A
8
1

九

g
一

き

T
一
、
喜
一

一、
E

，
口
一
一
、
口
門
口

=、

g口
l
i
t
-
口
口
口
一

百一、
D
U
O
-
-

同
、
口
門
口
一

回、口
G
q
l

五
、
口
(
一
白
一

五、

h
g
H、
口
口
己
一

点、門口口
l
l
u、
口
呂
一

昔
、
口
口
口
入
、
口
口
口
一

八、口口口

ll
丸
、
口
〔
百
一

九、口百口
l
i
一口、口

g

一
口
、
〔
出
口
弓
、
口
口
口
一

言
、
口

8

5
、
口
口
口
一

一己、

E
S
g、
8
u

↑

(

最

高

)

一

(
-
耳
、
元
主
拘
)
一

|人

呈阿

回九七一一づ一一一口一口一一主主回国じ

(
夫
、
主
一
石
)

要
す
る
に
、
清
酒
醸
造
に
於
け
る
企
業
集
中
の
勢

は
、
灘
五
郷
H
A

び
日
本
全
国
の
共
通
の
現
象
な
b
ご
云

は
ね
ば
な
ら
向
。
然
ら
ば
我
闘
の
酒
地
業
に
は
大
企
業



経
営
を
便
宜
ご
す
る
特
叫
却
の
事
情
V
市
川
り
れ
、
点
心

1

m
H
O

加
問
遣
業
者
の
経
情
活
動
は
生
産
し
万
両
ご
版
寅
方
面

ご
の
二
つ
に
分
れ
る
か
ら
、
以
下
そ
の
二
方
面
に
つ
一

い
て
大
企
業
を
布
利
ご
す
る
事
情
を
訓
ぺ
た
の
で
ゐ
一

る

。

一

四

一

生
産
事
業
は
、
其
同
類
に
膳
じ
、
費
用
遮
減
政
盆
越
一
一

鳩
山
り
法
則
仁
支
配
せ
ら
れ
る
も
の
め

h
、
費
用
暗
躍
檎
牧
一

袋
越
滅
的
法
則
に
従
ふ
も
の
、
夏
に
費
用
恒
常
牧
盆
恒
十

常
の
も
の
も
あ
る
。
又
或
限
度
迄
は
牧
篠
逓
増
の
法
則

を
迄
ひ
、
そ
の
限
度
を
超
ゆ
る
ご
共
に
牧
盆
恒
首
又
は
一

枚
盆
逓
減
の
府
民
例
を
一
不
す
場
合
も
あ
る
。
清
酒
の
醸
造
一

は
川
市
し
て
何
れ
に
崩
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

凡
そ
清
瀬
の
醸
造
に
は
生
産
車
位
ピ

L
て
一
減
が
標

準
ご
な
っ

τ
ゐ
る
o

一
臓
は
杜
氏
を
始
め
Z
し
一
定
数

の
旗
人
よ
り
組
織
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
稲
々
の
事
情
よ

h
し
て
、
其
醸
造
高
の
限
界
が
定
ま
っ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
試
に
一
成
常
ム

表
の
如
〈
で
あ
る
。

雑

間
接
消
費
税
心
累
品
積
率

錨

第
四
表

酒

J
U

年

此

明
治
三
十
五
年

明
泊
三
十
六
年

明
泊
三
十

b
年

明
治
一
ニ
十
凡
午

明
治
三
十
九
年

明

治

四

十

年

明
治
凹
十
一
年

明
泊
四
十
二
年

明
治
四
十
三
年

明
抽
凹
寸
四
年

大

正

一

年

大

正

二

年

大

正

三

年

大

正

凹

年

大

五

五

年

士

正

六

年

大

正

ヒ

年

大

正

入

年

大

正

九

年

第
二
十
三
容 灘

茸
郷
に
於
け
る

成
高
表~1 
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一、一山田
一、一九口一

一、一也ヰ

明
治
三
十
五
酒
造
年
度
よ
h
犬

E
十
四
酒
造
年
昨
佳
子

の
時
期
に
つ
い
て
見
る
に
、
一
警
高
一
り
製
成
高
は
常
に
一

九
百
五
ト
石
ピ
千
二
百
八
十
石
芭
の
聞
を
往
来
[
大
な

る
獲
勤
を
示
し
て
ゐ
な
い
。
東
に
明
治
三
十
七
年
、
大
一

正
三
年
及
び
大
正
十
三
年
の
三
酒
造
牛
皮
を
捕
へ
、
各

臓
の
醸
造
高
の
分
布
を
調
ぺ
て
第
五
表
を
得
た
の
で
あ

る。

雑

録

大

正

十

年

大

正

十

一

年

大

正

寸

ご

年

大

正

十

三

年

大

正

十

四

年

第
五
衰

間
接
前
提
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白
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税
率
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ヨー 『川崎 ~"Ç j;q ξ5"h 

旦呈主主主辺

灘
亙
郷
K
於
け
る
清
酒
製
威
高
別
競

畿
表

(

品

位

)

-

g口
石
未
尚
一

言

喜

一

明
治
三
十

七
年
皮

大
正
三
年

E
 

年大
度正

( 

凹

R 
-呈旦坐二一1

( 

~" 

ーヨ縦~.

( 

ノ、

副司fo

第
二
十
三
谷

山口Dl白
書
己

主口
!

J

A

S

A
B
-
l
g
D
 

九8
1
1
一、口口口

一、口口口
i
l

一、一口口

一、一口口
i
l
-
-
己口

一、

8
1
一三
8

3-DUI-阿
g

一、川口
(
]
f
i

一、耳口口

-、
g
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位
な
る
各
戒
を
多
数
連
繰
す
る
事
に
求
め
ね
ば
な
ら
て
る
に
拘
ら
守
、
販
寅
方
面
に
於
て
は
・
有
名
な
る
前

向
。
企
宮
酌
半
世

r
v前
rダ
配
町
有

r
r
rは
、
一
、
棋
を
有
せ

F
る
結
果
ご
し
て
、
常
工
不
利
な
る
立
場
に

原
料
米
の
購
入
一
一
、
樽
、
桶
其
他
酒
類
容
器
の
賀
入
一
置
か
れ
て
ゐ
る
o
裁
に
於

t
か
、
駅
艇
な
る
鐙
態
現
象

三
、
杜
氏
の
競
争
の
奨
胤
等
の
方
面
仁
一
於

τ多
少
欣
一
が
俊
生
す
る
の
で
あ
る
。
郎
も
小
一
際
態
系
は
姓
濯
の
技

盆
を
増
す
の
で
め
る
。
然
し
此
方
面
に
も
一
定

ω
限
界
一
術
的
4
4
耐
の
み
に
校
一
回
し
、
自
家
の
製
品
を
無
印
に

τ

ι
r
F
U昨
い

hyudr舶
用
件

r
r
r得
rぃ
一
り
ず
あ
る
o

一
直
に
大
醸
迩
中
部
に
貸
却
す
る
事
に
よ
っ
て
販
賓
の
商
業

五

一

的

方

一

闘

を

断

念

す

る

の

で

め

る

o

大
醸
法
家
は
、
自
家

一
臓
の
生
産
高
が
一
定
L
且
つ
多
数
の
減

ω連
結
が
一
の
製
品
に
白

A

米
山
商
棋
を
附
し
て
販
貰
す

ιの
み
な
ら

多
〈
の
利
益
を
粛
さ
な
い
ご
す
る
吉
、
清
酒
醸
遣
業
の
一
す
、
油
賞
な
る
品
質
の
清
酒
あ
ら
ば
之
を
小
醸
造
家
よ

大
規
模
経
営
の
利
盆
を
生
産
方
面
叩
味
川
U
H
O

事
は
之
を
一
，
り
買
ひ
上
げ
自
家
の
商
棋
を
附
し
て
市
場
に
提
供
す
る

断
念
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
然
ら
ば
販
買
の
方
面
は
ど
う
で
一
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
立
場
よ
り
し
て
、
小
醸
造
家

あ
ら
う
か
。
清
M

聞
の
消
費
者
の
大
多
数
は
、
そ
の
消
費
一
三
大
醸
治
家
互
の
間
仁
賀
栖
な
る
特
別
取
引
が
成
立

L

す
る
払
岡
町

rmり
も
の
よ
ふ
り
も
寧
ろ
官
官
川
町
昨
に
大
な
一
得
る
の
で
あ
る
o

る
信
用
を
梯
つ

τゐ
る
o

従
っ
て
大
企
業
の
長
所
は
、
一
買
酒
な
る
縫
腿
現
象
が
大
小
・
隊
治
家
の
聞
に
行
は
れ

生
産

ω方
面
よ
り
も
寧
ろ
版
寅
の
方
商
に
於
て
現
は
れ
一
る
車
中
は
、
販
斑
方
面
に
於
て
如
何
仁
商
械
の
カ
が
偉
大

て

ゐ

る

の

で

ゐ

る

。

一

に

し

て

且

つ

如

何

じ

大

企

業

組

織

が

布

利

な

る

か

を

一

不

大
懐
抱
家
は
原
則
正
し
て
有
名
な
る
商
棋
を
有
L
、

し

て

ゐ

る
o
而
も
小
醸
造
家
が
畏
酒
の
手
段
に
よ
っ
て

従
っ
て
そ
の
醸
造
に
か
、
る
清
酒
は
容
易
に
且
つ
高
煩
自
ら
市
場
に
出
づ
る
事
を
断
念
す
る
結
川
市
は
.
雑
て
醸

に
販
寅

L
得
る
の
で
あ
る
。
之
に
反

L
・
小
懐
讃
家
港
そ
れ
自
身
を
も
断
念
す
る
事
正
な
る
の

E
ゐ
る
o

摘

は
、
生
産
方
面
に
て
は
大
醸
治
家
芭
劃
等
の
地
位
仁
立
酒
醸
お
仁
於
て
小
企
業
が
衰
へ
布
く
の
は
、
一
に
版
寅

雑
録
間
接
消
費
税
由
果
品
問
中
第
一
一
十
一
一
一
巻
(
第
二
雄
一
五
九
)
=
一
三
=
一



雑

踏

ク

ー

プ

ツ

プ

敬

授

逝

(

、
.
、
.
、
、
‘
.
.
 、
、
、
、
.
、
.

方
而
に
北
九
原
凶
を
求
め
ね
ば
な
ら
叫
。

穴

日
本
全
川
問
特
に
灘
五
郷
に
於
け
る
…
情
調
酸
治
の
現
帥
肌

'rM州
官
(
た
る
ね
川
市
ピ
[
て

第
一
大
企
業
集
中
山
傾
向
著
し
き
事

第
二
大
金
業
集
巾
山
瓜
凶
が
生
産
方
面
に
あ
ら
十

L
て
寧
ろ
附
則
自
力
而
に
存
す
る
事

的
一
一
つ
り
事
討
を
宵
越
し
得
た
の
で
あ
る
。

刷
出
↑
山
市
町
は
口
町
内
自
の
『
ro
が
獅
泡
の
製
糖
染
、

府
首
泊
陵
位
業
.
火
畑
隣
地
業
に
つ
い
て
統
計
的
に
府
指

し
た
る
所
ご
会
〈
符
合
し
て
ゐ
る
。
第
二
の
事
貨
は
、

獅
逸
に
於
リ
る
大
企
業
集
中
の
原
困
が
生
産
方
面
に
存
一

す
る
の
ピ
射

L
、
川
削
若
な
る
特
色
を
一
不

L
τ
ゐ
る

ω-で

永
山
る
。利

税
に
純
川
政
的
目
的
以
外

ω他
ω要
素
を
加
ム
べ
一

き
か
羽
目
加
が
一
つ
の
川
加
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
、
我
固

め
…
出
・
山
陵
地
業
仁
一
於
り
る
大
企
業
集
中
の
趨
勢
は
、
立
(
↑

派
凶
H
F
獅
泡
内
一
場
合
ピ
会
〈
臭
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
一

然
ら
ば
小
法
階
級
保
護
政
策
の
目
的
世
以

τ、
獅
巡
の

税
訟
を
我
闘
に
輸
入
す
る
に
常
つ
で
も
慎
重
な
る
研
究

部
二
十
三
巻

宗

監E

凹

一六

O

を
附
旧
む
必
要
が
あ
る
。
間
接
的
伐
枕
に
は
、
被
雑
極
b

-純一、高
JC

組
税
時
嫁
の
問
題
が
常
に
件
ふ
の
で
ゐ
る
。
従
つ

1
m比
四
術
的
税
の
削
指
進
税
率

ω
問
姐
に
つ
い
て
も
、
此

方
而
に
一
一
府
・
泳
、
喝
さ
考
察
を
抑
は
ね
ば
な
ら
引
の
で
あ

e
h
d

。
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